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1

ボー ドレールの詩作品 の中に,猫 は しば しば姿 を見 せ るが,ね ず み はわず かに1回 しか

登場 しない。 それ は,散 文 詩 「貧者 の玩 具』 においてあ る。 しか しこの1回 限 りの登場 の

際 に,ね ず みは重要 な役 を割 り当て られてい る。 す なわ ちそれは,貧 しい家庭の両親 が生

活 の 中か ら見つ け出 して子供 に与 えた,生 きたお もちゃなのであ った。

子供 と玩 具の テーマを,ボ ー ドレール はす でに1853年 の 自伝的傾 向 を も つ エ ッセ イ,

「玩具 のモ ラル』 の中で展開 していた。後 に詳 しく述べ るよ うに,こ の論考 の一部 を下敷

と して,そ こに多少 手を加 えて誕生 したのが,散 文詩作品 『貧者 の玩 具』 に他 な らない。 ま

ず,先 行 す るエ ッセ イに現 われた ボー ドレール のお もちゃの美学 とで も呼ぶ べ きもの を,

他 の作品 と関連 させ なが らま とめて お こう。

「そ もそ も私 は,あ の独 特 の人形作 りの方法 について,変 わ らぬ愛着 ともっと もな賛嘆

の気持 とを抱 きつ づけて きた。 それは,つ やつや と した清 潔 さ,目 もく らむ よ うな色 彩の

輝 き,身 振 りの激 しさ,形 の明快 さなどによ って,美 について の幼年期 の観念 を非常 によ
(1)

く表 わ してい る もので ある。」 こう した考 えは,素 朴 さnaivete,あ るいは野 蛮 さbarbarie

の美 学 と して,ボ ー ドレールの美術批評 にお けるひ とつの根本的 な主張 に相通 ず る ものが

あ る。批評家 と して のデ ビュー作,『1845年 のサ ロン』 の中で,誰 か らも相手 にされなか

った オスー リエの絵 にあえて あれほ どの好意 と共 感を示 したのは,そ のけば けば しいまで
(2)(3)

の色彩 の故 であ った。 「美 とは常 に奇妙 な もの」 で ある。 入形 の もつ反 日常的 な清 潔感,

人工的 な動 き,常 軌 を超え た単純性 が,本 能 に忠実 な純真 な眼 にはかえ って新鮮 な驚 きと

喜 びを もた らす よ うに,節 度 を知 らない色彩 の 冒険 が,未 知 の美 を開示す る こともあ った

のだ。

「大 きな玩具屋 の 中には 〔…〕 小型 にな った人生 がそ っ くり見出 さ れ は し ない だろ う

か。それ も現実 の人生 よ りはるか に色 彩 に富 み,は るか に清 潔に され,は るか につやつや
(4

と輝いて はいな いだろ うか。」 玩具 は,自 然 の世界 と対立 す る入工 の世界,ボ ー ドレー ル

のい わゆ る 「人 工天 国」 の産物 であ る。 しか しこ こにボー ドレールの玩 具観 を集約 して し

ま うことは,き わめて危険 であ る。 それは ご く一面 にす ぎない。 エ ッセイは,玩 具 その も

のへ の審美 的 な関心 か ら,遊 び の道 具 と して の玩 具 につ いての考察へ と移行 す る。
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彼 は,遊 戯 にお け る子供 た ちの卓 抜 した想 像力 に注 意を喚起 す る。 駅馬車 ごっ こで は,

椅子 が:,の うちに,馬 車に も,馬 に も,旅 客 に も変 身す る。戦争遊 びで は,兵 隊 にな る

のは コル ク栓 で も ドミノで も何で もよい。板 切れ や本 が立派 な城塞 を築 き上 げ る一方,弾

丸 は ビー玉 で代用 され る。 そ して子供 は,あ るときは 自由に空 間を駆 けめ ぐり,あ るとき

は敵 と味方 の軍隊 をひ と りき りで指揮 した りす るのであ る。 「玩具 は子供 に とって,芸 術
(s)

へ の最 初 の手 ほどきで あ り,あ るいはむ しろ,芸 術 の最初 の実現 です らある」 と詩 人 は断

言す る。 このよ うな子供 の世 界 の中で は,玩 具 は複 雑で あ る必要 はない。 いや,単 純 で あ

れ ばあ るほ どそれ は広大 な想像 力 に応 え,変 身 の魔 力 も増大 す るのであ る。 ボー ドレール

は 「野 蛮 な玩 具,原 始的 な玩 具」,「一 文で 買え る玩 具」,換 言すれ ば「貧者 の玩具」 を称揚

す る。 「生 きた玩具」 のエ ピソー ドが語 られ るのは,こ の個 所 においてで あ る。 さ らに彼

は 「科 学玩具 」 について も言 及す る。高価 とい う難 点 はあ るけれ ど も,そ れは 「子供 の頭

に不思議 さや 意外 さの効果 に対 す る嗜好を発達 させ ること」 がで きる。

エ ッセ イの最後 の観 察 は,玩 具 をひね りまわ して つい には壊 して しま う子 供 の習性 につ

いて であ る。 これ をボー ドレール は,玩 具 の魂を見 たい とい う最初 の形而上学 的傾 向で あ

る,と 解釈す る。 しか し,手 に と るや否 やたち まち玩具を破壊 す る子供 について は どうな

のか 。 エ ッセ イは,〈Puzzlingquestion!〉 とL)う 言 葉で閉 じられて い る。

遊 びや玩具 のテ ーマ は,ボ ー ドレール において,創 造行為 あ るい は芸術 とか な り緊密 に

結 びついて い る。子供 と芸術 創造 との関連 です ぐに想 起 され るのは,「 現代 生活 の画 家』
..........

の 中の有 名 な一句,「 天才 とは,意 の ままに とり もどされ る幼年期 に他 な らない(傍 点 ボ
(s}

一 ドレール)」 とい う言 葉で あ る。 子供 は,一 見 どれ ほど些 細 な もの に も激 しい興 味を抱

く。彼 はすべ てを新奇 な対象 と して と らえ,常 に陶酔状 態 を保 って い る。 その旺盛 な好 奇

心 と鋭 い感受性 は,ボ ー ドレールが コンス タンタ ン ・ギ ー スに託 して表現 した近代 の芸術

家の重 要な特性 で あった。散文詩 『英雄 的 な最 期』 の主 人公 であ る天 才的 な道 化 に,詩 入

が イ タ リア語 のfanciullo(子 供)に 由来 す るFanciotilleの 名 を与 えた の も,意 味 のない

ことで はない。

丑

この小論 において は,散 文詩 「貧者 の玩具」 のテ クス トを分析 しつ つ読み直 して みたい

と思 う。1862年9月24日,「 ラ ・プ レス」 紙 に発 表 され た この作 品 は,前 述 のよ うに 「玩

具 のモ ラル』 とい う,い わばプ レ ・オ リジナル を もって い る。

韻 文詩 とほぼ同 じ主 題を扱 ってい る散文詩 は少 な くない。 これ ら対 を なす作 品dOublets

において は,二,三 の例外 を除 いて,す べて韻文 の方が散 文 に先 行 して い る ことが確認 さ

れて い る。 ところが,純 粋 な散文か ら散文 詩へ のアプ ローチの例 と して,「 貧者 の玩 具』

はお そ らく唯一 の試 みで ある。 散文詩 とい う,そ れ 自体逆説 的で定義 の むず か しい ジャ ン
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ルを,ボ ー ドレールが どの よ うに考えてい たかを知 る上 で,韻 文詩 か ら散 文詩へ の書 き替

え作業 は,多 くの研究 者が一致 して重視す るもので あるけれ ど も,散 文 か ら散文詩 への変

容 とい う変則的 なプ ロセス もまた,別 の面 か らの光 を与 えて くれ る もので はないか。

ところで この作 品 は,は っきりと2つ の部分 に分 かれてい る。 「無邪気 な気 晴 らしを ひ

とつ教 えて あげよ う。世 の中に は罪 のない慰み とい うものが あま りに少 なす ぎ る」 とい う

書 き出 しで 始 まる前半部(第1,第2パ ラグ ラフ)に おいて,話 者 は読者 に安 っぽい お も

ち ゃをポケ ッ トに詰 めて散歩 に行 くことを勧 め る。見知 らぬ,貧 しい子供 た ちに進 呈す る

ためで あ る。後半部(第3～ 第8・?ラ グ ラフ)は,そ のよ うな散歩 の途 中で見 かけた ひと

つ の情 景 と して設定 されて い るよ うだ。 それは前半部 とは特 に論理 的な脈絡 を もたない ひ

レ シ

とつの物語である。前半部が貧者の玩具についての一般的な記述であるとすれば,後 半部
アネ ク ドツ ト

はその特殊 な一形態,す なわち生 きた玩具 について のおそ らくは想像 され た逸話 であ る。

この よ うな内容的相違 は,形 式的 な面 で はっき りと裏付 ける ことがで きる。前 半部で は

jeとvous,す なわち話 し手 と聞き手,あ るい は発信者destinateurと 受信者destinataire

の関係が 中心 とな って い るの に対 し,後 半で使 われてい る人称 は,3人 称 のみで ある。 ま

た前半が現 在 と未来 を 主要時制 と して い るの に 比べて,後 半 は半過 去が 基 調 となってい

る。バ ンヴニース トの提 唱 した区分 に したが って言え ば,前 者 は<discours>で あ り,後 者
(7)

は ほとん ど<histoire>で あ ると考 える ことがで きるだ ろ う。

ところで散文詩 が下敷 と してい るの は,正 確 に言 えば,「 玩具 のモ ラル』 の第 ユ1段落の

一部 ,及 び第12・13段 落全体 であ る。散文 詩の前半部 は,エ ッセ イの第12段 落 とそ こに挿

入的 に用い られた第11段 落 の一 部分 に対応 し,ま た後半 部 は,そ の第13段 落 に依 拠 してい

る。前 半部で ボー ドレールは,エ ッセ イに,先 に引用 した イ ン トロダクシ ョンをつ け加 え

て,一 個 の作品 と して の独 立性を与 えた他 は,特 に 目立 った変 更は加 えて いない。 この論
レ シ

において は,テ クス ト分析 の対象 を一応作 品 の後半 部,す なわち物語 の部分 に限 りたい と

思 う。 しか しその理解 に役 立つ と考 え られ る場合 には,前 半部 にも言及 したい。

皿

以下 に掲 げるテ クス トは,左 側 が 「玩具 のモ ラル』 の第13段 落で あ り,右 側 が 「貧者 の

玩具』 の後半部 であ る。 イ タ リック体で示 した個所 は,2つ のテ クス トの間 に表現 の相違

が 認あ られ る部分 であ り,ま た下 線 を引いた個所 は,ど ち らか一方 に しか 存在 しない語

句,あ るい は文章 であ る。 すなわ ちエ ッセ イに下線 を引い た部分 は,散 文詩 にす る際 に削

除 された部分で あ り,ま た散 文詩の下線部 は加筆 とい うことにな る。 これ らのヴ ァ リア ン

トには,対 応個所 に便宜上,そ れぞ れaか らSま での記号を つけ ることにす る。
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まず 目につ く違 い は,エ ッセ イが ただ ひ とつの段落 に まとめ られてい るの に対 して ,散

文詩 はそれを6個 もの段 落 に分 けて い る点で あ る。 段 落分 け とい う手段 につ いて,ボ ー ド

レール はかな り心 を配 って いた よ うに思 われ る。彼 が は じめて発 表 した散 文詩,「 夕暮』

と 『孤独 』 は,決 定 稿以前 の段階 では2つ と も,ほ ぼ均等 の長 さを もつ4つ の段 落で構成

されて いた し,韻 文詩 『髪」 と対を なす 『髪 の中 の半 球』 は,韻 文 の7つ の ス トロフとほ

ぼ対応す るよ うな,7つ の段落 に分割 されて い る。 こう した初期 の散 文詩 において ,ひ と

つ の段 落 は,韻 文 の ス トロフに相 当す るよ うな,暗 示 力 に満 ちた視覚的 休止 の役 割 を担 っ

て いた と考 え られ るので あ る。

また,こ こでは煩雑 さを避 け るため に,異 文 と して呈示 しなか ったが,散 文詩 の方 には

エ ッセ イよ り,ず っ と多 くの読 点が設 け ら れ て い る。 それは,段 落 分 け と同 じよ うに,

一種 の休止 で あ り,そ のため に個 々の記 述 の輪 郭 は,よ り明 瞭 に浮 かび あが って くると言

え る。

次 に,重 要 な削除 と追加 について,簡 単 に触れ てお きたい。散 文詩 を作 るにあた って ボ

ー ドレール は ,エ ッセ イの最初 の一 文(a)を 削 り,ま た最 後 に結 論部分(S)を 新 たに

つけ加 えて い る。 この加 筆 について は後述す るこ とに して,削 除 された部分 につ いて考 え

て みよ う。 すで に指摘 した よ うに,「 貧 者 の玩 具』 の前 半 と後 半 の間に は,時 間的,論 理

的 なつなが りが希薄 であ り,<discours>か ら<histoire>へ の推移 は全 く唐突 であ る と言

って よい。 しか しエ ッセ イの方で は事 情 は異 な ってい る。 「貧者 の玩具 と言 えば,私 は一一

文で 買え る玩具 よ りももっ と簡単で,し か しもっ と悲 しい もの を見た ことがあ る,一 そ

れ は生 きてい る玩 具で あ る」 とい う記述 は,以 下 に続 く情景 を,話 者 の 「見 た もの」 と し

て,明 確 に規 定 してい る。 こ うした説 明的部分 の省略 は,散 文詩 の 「詩性 」 を増 大す るも

ので あ ろ う。 また 内容か ら言 え ば,エ ッセ イは生 きた玩具 を安物 の玩具 よ り 「さ らに悲 し

い もの」 と見 な して い る。 ここで はねずみ は,散 文詩 におけ るよ うな積極 的かつ 象徴的 な

価 値を,ま だ与 え られて い ないので あ る。

N

あ る決 ま った長 さを もつテ クス トを読 む行為 は,1篇 のフ ィル ムを観 る行 為 にた とえ る

ことがで き る。 そ こで は,1枚 の絵 画 のよ うに,同 時 に全 体が 呈示 されて い るわ けでは な

い。 フィル ムがい くつか の シー クエ ンスsequenceの 連続 で あ るよ うに,物 語 もまた,時

間や空 間や主体 を異 にす るい くつ かの部分 か ら成 り立 って い るのであ り,そ のひ と続 きの

部 分 を,映 画 にな らって,ひ とつ の シー クエ ンスと呼 ぶ ことがで き る。

「貧者 の玩具』 後半部 の物語 は,ど のよ うな シー クエ ンスに分割 で きるだ ろ うか。 半過

去 を主要時 制 とす る このテ クス トにおいて,時 間の推移 は全 くな い。 それ は,ひ とつ の持
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ボー ドレー ルの散文詩 『貧者 の玩具』 につ いて

続 す る状 態 と して と らえ られ た一 個 の 情 景 の 描 写 で あ る。 そ れ で は 空 間 に つ い て は ど う

か 。 時 間 を 表 わす 指 標 が 全 く見 られ な い の に対 して,空 間 の表 示 は3回 にわ た って 行 な わ

れ て い る。

1二U1'uneroute,derriさrelagrilled'unvastejardin,[...]

1[:Del'autrec6t6delagrille,surlaroute,[..]

皿:Atraverscesbarreauxsyinboliquesseparantdeuxmondes,lagranderoute

etlechateau,[...]

こ の テ クス トにお い て は,空 間 が 規 定 され る と同 時 に,登 場 人 物 も規 定 さ れ る。1の 空

間 に お け る1三体 は金 持 の 子 供,Hの セ体 は貧 者 の子 供 で あ り,皿 で は 両 者 が 一 緒 に登 場 す

る。

以 ヒの こ とか ら,問 題 の テ クス トは,異 な る空 間 の 指 標 を 冒頭 に もつ3つ の シー クエ ン

ス に分 割 す る こ とが で き る。 これ らをSQI,SQII,SQ皿 と 名 づ けて お こ う。

空 間 と セ体 の 変 化 を 一 瞥 した た けで,こ の3つ の シー ク エ ン ス は,い わ ば 正 反 合 の 関 係

に あ る こと が 明 らか で あ る。 で は各 シー クエ ン ス を さ らに細 か く分 節 しつ つ 検 討 して い く

こ と によ って,SQIとSQIが 意 味 論 的 に ど の よ う な対 立 関 係 を も って い るか,そ して そ

れ らがSQ皿 に お い て い か に総 合 され て い る か を 調 べ て い き た い と思 う。

V

SQIの 記 述を順 を追 って たど ってい くと,ま ず最初 のパ ラグ ラフに,空 間 の描写(A)

と子 供 の描写(B)が あ り,続 いて現 在時制 を用 いた子供 につ いての註釈 部分(C)が くる。

そ して3つ 目のパ ラグ ラフに子供 の玩具 の描写 があ る。SCEIIの 方 は,最 後 の玩 具 の部分

を欠い てはい るが,Aか らCま での 部 分 について は,SQIと 互 いに対 応す る記述 が認め

られ る。 したが って ここで はまず,SQIの 前半部 とSQIIと を対比 させて みたい。

A

B

SQI(前 半)SQ]I

Suruneroute,derriさrelagriUed'un1Del'autrec6t6delagrille,surlaミ　
vastejardin,auboutduquelapParais-1route,entreleschardonsetles!

Salltlablancheurd'unjolichateauiorties,

if

rappeparlesoleil,

_.一 一一 一 一一一一一一..一_..___1-___._『__._一 一_

setenaitunenfantbeauetfrais,iityavaitunautreenfant,sale,

habi116decesvetenientsdecampagneichetif,fuligineux,

sipleinsdecoquetterie.
i
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C

Leluxe,1'insoucianceetlespectacle

habitueldelarichesse,rendentces

enfants-lasijobs,qu'onlescroirait

faitsduneautrepatequelesenfants

delamediocriteoudelapauvrete.

undecesmarmots-pariasdontun

oeilimpartialdecouvriraitlabeaute,

si,comme1'oeilduconnaisseurdevineI,
I

unepeintureidealesousunvernisde

ica「 「°ssier,illenett°yaitdelal
repugnantepatinedelamisere.1 ,
i

空 間 の描 写

(1)柵

まず最 初 に,「 鉄柵 の後 ろ側」 と 「鉄 柵 の反対側」 が空 間的 に対 峙 して い る。柵 の背後

とは,柵 によ って囲 まれた場所,す なわ ち閉 じられ た空 間 であ る。 それ に対 して柵 の反対

側 は,柵 の内部 を と り囲む空 間,周 辺 へ と無 限 に広 が って い く空 間を暗示 して い る。 と こ

ろで,〈etrederriさrelesgrilles(柵 の後 ろにい る)〉 とい う言 い回 しは,比 喩的 に

〈etreprisonnier(収 監 され てい る)〉 の意 味 に使 われ る。SQIの 空 間 にい る人間 が囚 わ

れの身 であ るの に対 し,SQHは 自由 な空 間を示 してい ると言 うこと もで きよ う。

(2)庭 園 とあ ざみ とい らくさ

SQIの 「広大 な庭園」 に比較 され うる記 述 は,SQI[の 「あざみ とい ら くさの間」 に見

出す こ とがで き る。いず れ も植物 に関係 す る言 葉で あ る。 まず<jardin>は,『 プチ ・ロ

ベール仏 々辞典」 で は,次 の よ うな定義 が なされてい る。

jardin:terraingeneralementclos,ou1'oncultivedesvegetauxutilesou

d'agrement

この語 もまた 「閉 じられた空 間」 を示 して い る。 庭 園の植物 は,人 によ って栽 培 され る も

のであ るか らもち ろん 人工的 であ り,ま た それは有用 かつ人 間の眼 を楽 しませて くれ る も

のであ る。

次 に同 じ辞書 か ら<chardon>と<ortie>の 説 明を引用 してみ よ う。

Chardon:planteafeuillesetbracteesepineuses

ortie:plantedontIesfeuillessontcouvertesdepoilsfinsquirenfermentun

liquideirritant

あ ざみ とい らくさに共通す る点 は,そ れ らが とげや,あ るい は葉 か ら分泌 され る液体 によ

って,入 を傷 つ け る有害 な植 物で あ る ことだ。 「19世紀 ラル ース辞典」 は,あ ざみ につい

て次 の よ うに書 いてい る。 「一般的 に言 って,あ ざみ は,土 壌 の不 毛 な ことを示 す指標 そ

してい わば象徴emblさmeと 考 え られ てい る。 それ は 「雑草」 と呼 びな らわ して い るもの

の代表格 で あ る。」 い らくさ につ いては,同 辞書 の掲 げ るユ ゴーの詩 句,<J'aime

1'araigneeetj'aime1'ortie/parcequ'onleshait>を 見れば,こ の 語 の コ ノテ ー シ ョン
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ボー ドレールの散文詩 『貧者の玩具』について

は明 らか であ ろ う。 この2つ の植物 は,辞 書の例 文な どによ る と,し ば しば一緒 に して用

い られ るよ うで あ る。 これ らは,い わ ゆ る雑草 であ る点 で,庭 園の栽培植 物 と対 立す る。

また その旺盛 な繁 殖力 は,庭 園 のよ うな閉塞 した空 間 では な く,柵 の外 側 と同様 に広大無

辺 な空 間を示唆 してい る。

さ らに,<jardin>と<chardon>の 比喩的 な意味 を 指 摘 して お くの も,無 意味 とは思

(8)(9)

われない。前者は,「 豊かで肥沃な地方」や 「人が幸福に生きる美 しい場所」などを示す
くユの

の に対 し,後 者 は 「困難 障害 」や 「窮 境」 を表 わす ので あ る。

(3)城 館 と街道

柵 に囲 まれた庭 園の奥 に見 え る 「陽 に照 らされ た美 しい城 館の 白い姿」 が,金 持 の子供

の領域 を象徴 して い るの に対 し,貧 者 の子供 の領域 は路上 その もので あ る。道 路 もまた 開

い た空 間 であ るのに対 し,城 は,そ の本来 の性格 か らして,閉 じられ た空 間,外 か らの攻

撃 に対 して身 を守 るため の場 所で あ る。

この個 所で は,エ ッセ イで単 に<unjolichateau>で あ った ものが,散 文詩 では<la

blancheurd'unjolichateaufrappeparlesoleil>と い う表現 に書 き 改 あ られて い る

(ヴ ァ リア ン トC,d)。 ここで は城館 は,ま ず その 「白 さ」 と して視覚 に訴 え る。 また,

「陽 に照 らされ た」 とい う形 容 部 分 は,比 喩 的 に解 釈 す るこ とも可能 だろ う。<une

placeausoleil>(陽 のあ たる 場所)と は,特 権的 な地位 や 状態 を示す表現 だか らであ

る。

子供 の描写

以上 に見 て きた2つ の空 間の描写 は,さ ま ざまな対立す る要 素 を含 ん でお り,富 者 の世

界 と貧者 の世 界 は,風 景 に託 して象 徴的 に表現 されて い る。 次 に,そ れ ぞれ の空 間 に固有

の もの と して,2入 の子供 が登場 す る。 ひ と りは 「美 し くはつ らつ として ,粋 な感 じにあ

ふれ た散歩 服を着 た」少 年で あ り,も うひ と りは 「汚 な く虚弱 で,煤 色 を した」子供 であ

る。

ここで注意 して おきたい ことは,最 初の子供 に服装 の記述 があ るの に対 し,2番 目の子

供 にはそれ がない ことで ある。衣服 とは人 間の身体 を おお うものであ り,そ れを保 護 し,

また飾 る役 目を もってい る。 しか もこの子供 の服 装は きわめて入 工的で あ る。

ところで エ ッセ イの方で は,2番 目の子供 に 「煤色 を した」fuligineUxと い う形容 詞は

つけ られてい なか った(ヴ ァ リアン トh)。 この形 容 詞は ,ラ テ ン語で 「煤」 を 意味す る

fuligoに 由来 す るが,表 面 に付着す る点で は衣服 と同 じ機能 を果 た してい る。 同時 に この

語 は,城 館 の 白 さに対 して,黒 の イ メー ジを浮 かび あが らせ る役 目 ももって い る。
ボ ル ト レ

極端 に単純化 され た子供 の2つ の肖像 描写 が,並 行 しなが ら対立 関係 にあ るこ とは明瞭

で ある。 しか しこ こまで は,外 部 か らの観察 に属す る部分 であ り,続 く註 釈部 分 に至 って
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ボー ドレールの散文詩 「貧者の玩具』について

は じあて,そ の本質 が問題 とな る。

註釈

SQI:「 贅沢と気楽 さと日々に見慣れた富貴 とが,こ うした子供たちをとて もかわい ら

しくしているので,並 の階級や貧 しい階級の子供たちとは違った捏粉で作 られて

いるのではないかと思われ るほどである。」

SQI:「 鑑定家の眼が馬車造 りの職人が塗 りた くったニスの下からでも理想の絵画を見

抜 くのと同 じように,も しも公正な眼が忌わ しい悲惨の錆を拭い 去 り さ えすれ
パリア

ば,き っ と美 を発見す るにちが いないあの賎民 の小 僧 っ子 たちの ひと り[...]」

SQIで は,金 持 の子供 が,中 流 あ るい は貧民 の子供 と比較 さ れ る。 このよ うに漸次下

が って きた階級 は,SQIIで その最下点 に達す る。 す なわち カー ス ト外 の賎 民pariasの

子供 であ る。 仲介物 を経 ることによ って,2人 の 子供 の対比 は,最 大限 に強 め られて い

る。 このpariasと い う語 が,散 文詩 の加筆部分 であ る事実(ヴ ァ リア ン トZ)は,貴 賎

の対 比の強調 が意 識的で あ ることを示す と同時 に,詩 人が社会 の周縁 の人 々(屑 屋,娼 婦,

道化 師,乞 食 など)に 抱 き続 けた強 い関心 と愛情 を表 わ して い る。 「赤裸 の心』 の中に
パ リア(11}

は,「 賎民 の真 の偉大 さについて」 とい う一文が あ ることを想起 したい。 また金持 の子供

がenfantと 書か れてい るだ けなの に,貧 民 の子供 にはmarmotと い う俗語 が 使用 され

る。 ここには何 ら軽蔑的 なニ ュアンスはな く,む しろあ る種 の親 しみ の感情 があ らわれて

はいない だろ うか。

と ころで,SQIの 註 釈部 にお け る判断 の主体 は,不 特定 の人間(on)だ が,SQIで は

「公正 な眼」,す なわち特 権的 な精 神を そなえた人間で あ る。 前者 が ともな う動詞 は

croirait,後 者 はdecouvriraitと なってい るが,同 じ条件法 におかれ た この2つ の動詞 の

本 質的 な意味の違いが,そ れぞれ の判断の浅薄 さと真 正 さを立 証 して い る。

これ らの註 釈部分 で問題 となってい るのは,外 観 と中身 の 関係 であ る。SQIで は,そ

れ 自体で は何 の積極的価値評 価を もたない 「捏粉」pateが,中 身 を表 わす 暗 喩に なって

い る。一方,SQIの 直喩表現 では,「 ニス」 と 「錆」 が表面 を,「 理想 の絵画」 と 「美」

が本質 を,そ れ ぞれ表 わ してい る。貧 しい子供 に 「美」 を見出す ことによ って,そ の子供

は富者 の子供 に遜色 の ない存在 と して位 置づけ られ るばか りか,「 理想 の絵 画」 にふ さわ

しい,最 高 の価値 を付与 されて い るので あ る。

ボー ドレールは,エ ッセ イを散文詩 にす るにあ た って,こ のSQI(C)の 部分 を全 面的

に書 き改めて い る。 エ ッセ イで はこの個所 は,「 垢 と埃の中を鼻汁 が一筋 ゆ っくりと垂れ

落 ちてい るあの小 僧 っ子 たちの ひと り」(ヴ ァ リア ン トm)と され ていた。 これは貧 しい

子 供の,き わめて写実的 な描写で ある。1853年 のエ ッセ イには,当 時 クールベや シャ ンフ

ルー リィと も親交 の厚 か ったボー ドレールの写実主義 的傾 向が顕著 に見 られ る。それ に対
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し,散 文詩 において詩人 は,こ の部分を金持 の子供 についての註 釈部分 と関連 させ る こと

によって,作 品 の統 一性 を強め ると共 に,大 胆 きわま る価値の転倒を図 って い る の であ

る。

さて,SQIの 後半部 は,金 持 の子供の玩具 について の記述で ある。SQIとSQIは 同一

の構 造 に したが って進行 して い るが,SQHに は貧乏入の玩具 に関す る 部分が欠落 して い

る。それ は,ね ずみが相反す る2つ の世界を統合す る収 敏点 とな ってい るため にSQ皿 に

送 られてい るか らで ある。

したが って玩 具 に関 して は,SQIの 後半部 はSQ皿 と対応 して い る。 この2つ は,共 に空

間 の規定 で始 ま る(D)。SQIで はそれ に続 いて,玩 具 の紹介(E),子 供 とその玩具 の関

係(F),子 供 どう しの交 流(の 暗示)(G)が 語 られるのに対 し,SQIIは これ と逆 の順序

(G→F→E)に よ って展開 されて い る。す なわ ち,表 題 に もなって い る貧者 の玩 具の正

体 は,最 後 まで伏せ られてお り,そ のサ スペ ンスの効果 が読 者の好奇心 をつなぎ とめ,最

後 の驚 きを準備 して い る。

}SQI(後 半)

iiA
cotedelui,

DI

E

F

gisaitsur1'herbeunjoujousplen-

dide,aussifraisquesonmaitre,

verni,dore,vetudunerobepourpre,

etcouvertdeplumetsetdeverro-

teries.

Mais1'enfantnes'occupaitpasde
lFsonjoujou

prefere,

G

etvoicicequ'ilregardait

tSQ皿l

Atraverscesbarreauxsymboli-1

Djquesseparantdeuxmondes
,la,

-9「ande「 °uteetlechateau・

1'enfantpauvremantraita1'enfant
i..
richesonproprejoujou,que

Gicelui-ciexaminaitavidementcomme
unobjetrareetinconnu.
i

Or,cejoujouquelepetitsouillon

tagagaitagitaitetsec°uaitdans

juneboitegrillee,i
『一 　 -1

圏 翻 黙 螺t!d搬Pl舗一
lltir61ejoujoudelavieelle-meme.
f

Etlesdeuxenfantsseriaient{

Hj1'una1'autrefraternellement,avec

desdentsduneegaleblancheur.
i
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人 形 とねずみ

金持 の子供 の玩具 は,豪 華 な人形 であ る。 それを描写 してい るSQI(E)の 記述 は,そ

の所有者 の描写SQI(B)と 同一構造 を もって い ることを,ま ず指摘 して お きたい と思 う。

SQI(B):1'setenait/2)unenfant/3)beau/4)etfrais,/5)habill6decesvetements

decampagnesipleinsdecoquetterie.

SQI(E):1)gisaitsurl'herbe/2)unjoujou/3)splendide,/4>aussifraisqueson

maitre,/5'verni,dore,vetudunerobepourpre,etconvertde

plurnetsetdeverroteries.

「その持主 と同 じよ うにみず みず しい」 とい う表 現 によ って,子 供 と玩 具 は明 らかに照応

して い るが,文 の要 素の配列 を見 ると,2つ の部分 はどち らも,1)状 態を表 わす 動詞,

2)主 語,3)～5)付 加形容詞 とい う順序 にな ってい る。 そ して故意 か偶然か,最 後の単

語(coquetterie‐verroteries)は,互 い に韻を踏 んでい る。5)の 部分 にお いて は,付 加形

容詞 がすべて動 詞の過去分詞形 にそろえ られてい る ことが指摘 でき る。 この統一 が意識的

で ある ことは,ボ ー ドレールが エ ッセ イの<avecunebellerobe>を,<vetud'unerobe

pourpre>に 訂 正 して い る(ヴ ァ リア ン ト9)こ とか ら明 らかであ る。 また緋色pourpre

が,富 や権力 や高 貴 さを象徴 す る色で あ ることは言 うまで もない。

人工的,表 面 的 な装飾物 で飾 り立 て られた人形 に対 して,貧 者 の玩具 は生 きたねず みで

あ る。人形 が意味 と文体 の両 面で その所 有者 に似 ることによ って,裕 福 な人間を象徴 して

い るの と同様 に,ね ず みは貧者 を象徴 す る。 この繁殖力 の強 い動物 は,地 球上 の至 る所 に

分 布 して い るので ある。 あ ざみや い らくさとい った植物 の持 ってい る特性 が,こ こに もま

た見受 け られ る。

それ では,玩 具 その もの としてみた人形 とねずみ について考 えて みよ う。 ねず みが 「生

きてい る」vivantの に対 し,人 形 は,草 の上 に 「じっ と横 たわ って」 い る。 この動詞

g6sirは,「 埋葬 されて い る」 とい う意味 を含 んで い る。 ねずみ の 「動 き」が,生 の世界

に息 づいてい るの と対 象的 に,人 形 の 「不動性」 はほ とん ど 「死」 に近 づいて い る。 と こ

ろで この作 品 の前半 部 にお いて,話 者 は未知 の貧 しい子供 た ちに進呈 すべ き安物 の玩具 と

して,次 のよ うな ものをあげてい た。 「た った1本 の糸で動 か され る扁平 な 道 化入形」,

「鉄 床を たた く鍛冶屋」,そ して 「尻尾 が笛 になってい る馬 に乗 った騎士」 であ る。 これ ら

に共 通す る特徴 は,何 よ りもまず,そ の 「可動性」 で はないだろ うか。 ここに,子 供 の興

味 をひ きつ ける玩具 の,重 要 な特 性が浮 かびあが って くる。

猫 とねずみ

ねず みが究極 の玩 具 と して登場 す る この散文 詩 には,実 は猫 も姿 を現 わ して い る。同 じ

く作品 の前半 部で,話 者 は,玩 具 を差 し出された貧民 の子供 た ちについて,次 のよ うに語
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ってい た。

「最 初 の うち彼 らは手 を 出そ うとは しない,自 分 たち の幸 福を疑 うだ ろ う。 それ か ら

彼 らの手 が さっ と贈 物を ひ っつ かみ彼 らは逃 げ出 してい くだ ろ う。 人間 に不信 を抱 く

ことを覚 えた ために,諸 君 が与 えた食べ物 を遠 くへ行 って 食べ る 猫 と同 じよ うに。」

この直 喩 において は,子 供が猫 に比較 され る と同時 に,玩 具 の方 は,猫 の餌食 に喩 え られ

てい る。

comparelesenfantspauvres

comparantleschats

lejoujou
lemorceau(=1erat?)

貧者 の玩具 と して ねずみが登 場す ることは,す で に こ こで 暗示 されてい るのだ。

ねずみ は猫 の戯 れの相手 で あ ると同時 に,そ の犠牲者で もあ る。 玩具 もまた子供 に対 し

て 同様 の立 場 にあ ると言 え る。貧民 の子供 は ねず みを,「 格 子 のは まった箱 の中で,い じ

あた り,ふ りまわ した り,ゆ さぶ った り」 して い るので あ る。 ボー ドレール は 『玩具 のモ

ラル』 の中で,す で に子供 の玩具 に対す るサデ ィックな態 度を観察 して いた。 それ は 「魂

を見た い」 とい う欲求 なのか,そ れ とも,専 制 君主 としての子供 が もつ破壊本能 で あ るの

か も しれない。<puzzlingquestion>で あ る。

ねずみの意味するもの

金持の子供は,自 分の美 しい玩具には見向きもせず,ね ずみを一心 に見つめている。同

じ対象への興味が2人 の子供を結びつける。そ して散文詩には,エ ッセ イには見 られなか

った結論部がつけ加えられている。
　 　 　

「そ して2人 の子供 は,平 等 の(egale)白 さを もつ歯 を見せ なが ら,互 い に友 愛 を

こめ て(fraternellement)笑 い あ ってい た。」

笑 いの 中に,富 者 と貧者 の これ までの対立 はすべ て解消す る。 しか しここで2人 の子供 が

「歯 」を 見せて笑 うこ とは,き わめて意味深 長 では ないだ ろ うか。歯 とは と りわ け攻撃 の

器 官で あ る。友愛 の笑 いは,ま たサデ ィックな笑 いで もあ る。

と ころでegaleを イタ リックに した のは,ボ ー ドレールであ る。 この語 とfraternelle-

mentの 語 は,フ ランス革命 以来 の標語,「 自由 ・平 等 ・博 愛」 を想起 させ るに 十分 であ

る。 しか しこの結論部 にお いて,彼 はただ単 に博 愛主義 的 な平 等を うた って い るの だ ろ う

か。

ボー ドレール は 「平 等」 について,あ る意味 で はきわ めて過 激 な,独 自の見解 を もって

い た。 それ は散 文詩 『貧乏 人を殴 り倒 そ う』 の中 によ く表 われて い る。

「他 人 と平 等で あ る ことを証 明す る者 だ けが他 入 と平 等で あ り,自 由を獲得す る術 を
　

知 る者のみが自由に値いするのである。」

彼が考えていたのは,単 なる社会的,経 済的な平等ではない。殴られた乞食が 「私」を殴
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り返 した よ う に,互 い に 人 間 と して 同 じ価 値 を示 す 力 を もつ 者 だ けが,平 等 で あ り得 るの

で あ る。

貧 民 の 子 供 は,悲 惨 な生 活 の 中 か ら この 上 な い 玩 具 を 見 つ け 出 す 。 そ して 金 持 の子 供 の

方 も ま た,そ の玩 具 のす ば ら しさ を,子 供 と して の 直 観 で 正 当 に 評 価 す る。 こ う した 関 係

に お い て は じめ て,両 者 の 「平 等 」 は成 立 して い る ので あ る。

と ころ で,こ の2人 の 子 供 の 直 観 は,芸 術 家 と して の 感 受 性 を 示 して は い な い だ ろ う

か 。 この 論 の最 初 に言 及 した 「現 代 生 活 の 画 家 」 に あ る よ うに,芸 術 家 の 出発 点 は,そ の

好 奇 心 に あ る。 金 持 の子 供 は,ね ず み を 「ま るで 未 知 の 珍 しい も の の よ う に,熱 心 に 見 つ

め て 」 い る。 玩 具 が 子 供 に と って,想 像 力 を 自 由 に飛 翔 させ るた め の も の で あ る な らば,

生 活vieの 提 供 す るね ず み とい う玩 具 は,と りわ け現 実 世 界 の生 み 出 し う る芸 術 の 出 発

点 を 予 感 させ は しな い だ ろ うか 。 コ ン ス タ ン タ ン ・ギ ー ス や ボー ド レー ル が あ く こ とな く

追 求 し渉 猟 した現 実 の 中 の 芸 術 を,こ の1匹 の ね ず み に読 み取 る こ と は,決 して 不 可 能 で

は な い 。
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